
目　次 Contents
行政報告

ねんりんピック秋田軟式野球大会

第48回衆議院議員総選挙

八峰町消防団が全県大会で活躍、119番の日

菌床しいたけ栽培　ほか

満100歳のお祝い、JR東日本からのお願い

八峰町関東ふるさと会　ほか

八峰白神ジオパーク

クローズアップ、八峰町のなかまたち

ふるさとのわだい

生涯学習だより

健康はっぽう21ひろば

お知らせ版

虫歯なかったよ、地域おこし協力隊の部屋

戸籍の窓

2

4

6

8

9

10

11

12

13

14

16

18

19

22

23

2017 10月号 ● No.139 ●

２年に一度の祭りの夜　～第10回石川フェスティバル～



広報はっぽう　2017.10月号 2広報はっぽう　2017.10月号3

　

８
月
24
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
の
大
雨
に

つ
い
て
で
す
が
、
前
線
を
伴
っ
た
低
気
圧
が

発
達
し
な
が
ら
日
本
海
を
東
に
進
み
北
東
北

を
横
断
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
24
日
午
前
11
時
頃
か
ら
雨
が
降

り
出
し
、
県
の
設
置
し
た
雨
量
計
で
１
時
間

に
20
ミ
リ
を
超
え
る
雨
量
を
計
測
す
る
な
ど
、

河
川
の
水
位
の
上
昇
も
見
ら
れ
災
害
発
生
の

お
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
日
午
後
４

時
30
分
に
災
害
対
策
連
絡
部
を
設
置
し
、
警

戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

中
央
公
園
で
は
、
法
面
が
崩
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
立
ち
入
り
禁
止
の
看
板
を
設
置
し

た
ほ
か
、
八
森
地
区
の
五
輪
台
上
段
で
、
国

道
１
０
１
号
線
と
Ｊ
Ｒ
五
能
線
の
間
の
畑
に

水
路
の
水
が
あ
ふ
れ
て
流
れ
込
ん
だ
た
め
現

地
を
確
認
、
水
路
の
下
流
域
に
民
家
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
水
の
流
れ
を
解
消
す
る
応
急
措

置
等
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
日
、
午
前
７
時
か
ら
、
被
害
状
況
確
認

の
た
め
町
内
を
巡
回
し
、
午
後
２
時
に
災
害

対
策
連
絡
部
を
解
散
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
度
の
大
雨
に
よ
り
、
五
輪
台

上
段
の
畑
で
約
６
万
１
千
円
の
農
業
被
害
が

あ
っ
た
他
、
夏
井
沢
川
２
カ
所
で
約
６
０
０

万
円
の
河
川
被
害
と
な
る
見
込
み
で
す
。
こ

の
河
川
被
害
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
に
向

け
た
関
係
予
算
を
本
議
会
に
追
加
提
案
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
「
子
育
て
世
帯
向
け
民
間
賃
貸
住

宅
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
７
月
に
町
内
の
１

事
業
者
か
ら
２
戸
建
設
し
た
い
と
の
申
請
が

あ
り
、
内
容
を
審
査
し
て
補
助
決
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
建
設
地
は
峰
浜
小
学
校
に
ほ
ど

近
い
住
宅
地
で
、
年
内
に
も
入
居
可
能
と
な

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
帯
の

町
外
流
失
を
食
い
止
め
る
こ
と
を
主
目
的
と

し
て
い
ま
す
が
、
建
築
や
不
動
産
業
な
ど
の

「
仕
事
づ
く
り
」
に
も
繋
が
る
事
業
で
す
の

で
、
引
き
続
き
参
画
す
る
事
業
者
が
出
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
お
試
し
移
住
ツ
ア
ー
つ
い
て
で
す

が
、
６
月
23
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
８
名
で
、
茅
葺
き

屋
根
葺
き
替
え
や
東
屋
づ
く
り
、
き
り
た
ん

ぽ
鍋
づ
く
り
な
ど
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
つ

つ
、
移
住
者
交
流
会
を
通
し
て
移
住
前
の
不

安
を
解
消
し
、
移
住
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
移
住
ツ
ア

ー
参
加
者
に
お
い
て
も
１
名
が
７
月
に
移
住

を
し
て
い
ま
す
。
お
試
し
移
住
ツ
ア
ー
は
平

成
28
年
３
月
か
ら
始
め
、
こ
れ
ま
で
５
回
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
延
べ
42
名
か
ら
参
加
い

た
だ
き
、
う
ち
10
名
の
移
住
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
総
合
戦
略
の
「
社
会
減
の
抑
制
」
の

Ｋ
Ｐ
Ｉ
達
成
の
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

次
に
、
歯
科
診
療
所
訪
問
診
療
に
つ
い
て

で
す
。

　

町
営
歯
科
診
療
所
も
平
成
25
年
３
月
の
再

開
以
降
、
患
者
数
も
順
調
に
推
移
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
４
月
よ
り
歯
科
訪
問
診
療
を
実

施
し
、
現
在
ま
で
に
延
べ
６
回
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
等
関
係
機
関
を
通
し
て
通
院
が
困
難
な
高

齢
者
等
へ
訪
問
歯
科
診
療
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど

利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行

事
業
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
低
迷
す
る
消
費
需
要
を
喚

起
し
、
個
人
消
費
の
拡
大
に
よ
っ
て
地
域
商

工
業
者
等
の
売
り
上
げ
増
加
を
図
り
、
町
の

経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

10
回
目
と
な
る
今
回
は
、
昨
年
同
様
20
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
額
面
６
千
円
の
商

品
券
を
、
１
冊
５
千
円
で
１
万
セ
ッ
ト
を
販

売
す
る
と
と
も
に
、
購
入
限
度
額
を
、
１
人

５
冊
ま
で
２
万
５
千
円
と
し
、
お
盆
前
か
ら

販
売
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
末
現
在
で
お
よ

そ
70
％
を
売
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
他
に
、
自
治
会
事
業
で
使

用
す
る
場
合
に
限
り
、
特
例
と
し
て
20
冊
、

10
万
円
ま
で
の
購
入
を
可
能
と
し
、
運
動
会

の
賞
品
な
ど
の
購
入
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
商
品
券
の
使
用
期
限
は
平
成
30
年

２
月
７
日
ま
で
の
６
ヶ
月
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
で
、
区
切
り
と
な
る
10
回
を
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
事
業
主
体
で
あ
る
白
神
八
峰

商
工
会
と
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
効
果
に
つ
い

て
調
査
・
分
析
し
、
今
後
の
地
域
活
性
化
へ

の
取
り
組
み
に
活
か
し
ま
す
。

　

次
に
、
未
来
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　

お
が
る
八
峰
し
い
た
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
で
進
め
て
い
る
ホ
ダ
製
造
建
屋
や
事
務
所

棟
、
培
養
棟
、
栽
培
棟
な
ど
、
す
べ
て
の
建

設
工
事
は
発
注
済
み
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
年
内
の
完
成
を
目
指
し
て
順
調
な
進
捗

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
施
設
な
ど
で
使
用
す
る
物
品
に
つ
い
て

は
現
在
精
査
・
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
、

日
数
を
要
す
る
「
菌
床
し
い
た
け
ホ
ダ
培
養

用
コ
ン
テ
ナ
」
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
に

「
物
品
取
得
契
約
締
結
案
」
を
提
案
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
現
在
建
設
中
の
栽
培
ハ
ウ
ス
で
来

年
４
月
以
降
、
実
践
研
修
を
行
う
新
規
就
農

者
に
つ
い
て
は
、
町
の
広
報
等
で
募
集
し
ま

す
。
（
関
連
記
事
９
ペ
ー
ジ
）

　

次
に
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ

い
て
で
す
。

　

10
回
目
を
迎
え
た
今
年
度
の
結
果
に
つ
い

て
去
る
８
月
28
日
に
公
表
さ
れ
、
秋
田
県
は
、

今
年
度
も
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生

と
も｢

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス｣

の
実
績
で
し
た
。

　

当
町
の
状
況
は
、
小
学
校
６
年
生
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
と
も
、
国
語
・
算
数
両
教
科

の
Ａ
問
題
（
基
本
）
、
Ｂ
問
題
（
応
用
）
と

も
、
全
国
や
秋
田
県
の
平
均
を
超
え
る
良
好

な
結
果
で
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
３
年
生
に
つ
い
て
も
、
小
学

生
同
様
に
全
国
・
秋
田
県
の
平
均
を
各
教
科

と
も
ク
リ
ア
し
、
良
好
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

学
力
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
こ
の
結

果
に
甘
え
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
分
析
し
、

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
授
業
の
中
で
重
点

的
に
取
り
組
み
、
指
導
方
法
を
工
夫
し
て
定

着
を
図
る
な
ど
、
具
体
的
な
対
策
を
積
み
重

ね
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
実
施
さ
れ
た
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
「
家
庭
で
の
復
習
」
や
、
「
学
習

時
間
の
少
な
さ
」
が
小
・
中
学
生
と
も
共
通

し
た
課
題
で
し
た
が
、
今
年
度
の
調
査
で
は

改
善
さ
れ
、
学
校
は
も
と
よ
り
、
教
育
委
員

会
に
よ
る
保
護
者
の
皆
様
に
対
す
る
家
庭
学

習
の
重
要
性
と
習
慣
化
へ
の
理
解
と
協
力
を

呼
び
か
け
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
「
新
聞
を
読
ん
で
ま
す
か
」
の

質
問
で
は
特
に
中
学
生
が
全
国･

秋
田
県
の
平

均
よ
り
も
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
「
読
解
力
」
の
低
下
や
、
文

字
活
字
離
れ
が
心
配
さ
れ
る
中
で
、
「
生
き

た
教
材
」
で
あ
る
新
聞
を
活
用
し
て
よ
り
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
は
有
効
で
あ
り
、
学

校
側
と
も
よ
く
相
談
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
八
峰
中
学
校
で
行
っ
て
い
る
地
域
未

来
塾
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
の
「
学
校
・
家
庭
・
地

域
連
携
総
合
事
業
」
の
一
つ
で
、
学
習
支
援

が
必
要
な
中
学
生
等
に
学
習
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
、
町
で
は
昨

年
に
引
き
続
き
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
。
全

学
年
を
対
象
に
し
て
、
７
月
か
ら
来
年
２
月

ま
で
週
２
回
程
度
、
放
課
後
１
時
間
、
学
習

支
援
員
の
つ
い
た
補
習
授
業
を
設
け
、
３
年

生
は
94
％
、
２
年
生
は
98
％
、
１
年
生
は
１

０
０
％
の
生
徒
が
こ
の
塾
を
利
用
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
夏
季
及
び
冬
季
休
業
の
期
間
に
つ

い
て
は
、
従
来
か
ら
学
校
教
育
課
で
行
っ
て

い
る
学
力
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
事
業

で
補
習
事
業
を
組
ん
で
お
り
、
こ
こ
で
も
多

く
の
中
学
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

８
月
24
日
・
25
日
の
大
雨

八
峰
町
も
農
業
被
害
や
河
川
被
害
が

子
育
て
世
帯
向
け
民
間
賃
貸
住
宅

　
　
　

年
内
に
も
入
居
可
能
に　
他

歯
科
診
療
所
訪
問
医
療　

　

通
院
が
困
難
な
高
齢
者
等
へ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業

　
　

区
切
り
と
な
る
10
回
目
が
終
了

お
が
る
八
峰
し
い
た
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

ホ
ダ
製
造
建
屋
等
は
順
調
な
進
捗

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

秋
田
県
は
今
年
度
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス　
他

八峰町９月議会定例会

町長の行政報告を
　　　　お知らせします

　八峰町９月議会定例会が６日から15日までの会期で開かれ、町長の
行政報告や一般質問、補正予算の議案審議などが行われました。
　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。

物
品
の
取
得
に
つ
い
て

菌
床
し
い
た
け
ホ
ダ
培
養
棟
コ
ン

テ
ナ
の
購
入

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２
億
２
，
９
１
９
万
円
を
増
額

追
加
し
た
主
な
歳
出

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
メ
ー
ル
サ
ー
バ
ー

構
築
等
に
関
す
る
電
子
計
算
費
、

大
沢
・
塙
地
区
の
地
デ
ジ
放
送

共
聴
施
設
改
修
補
助
金
、
ふ
れ

あ
い
橋
さ
わ
め
補
修
工
事
費
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金

平
成
29
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予

算・
八
峰
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定

　

４
，
０
０
５
万
４
千
円
を
増
額

　

ほ
か
７
会
計

平
成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
各
特
別
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

八
峰
町
沢
目
財
産
区
管
理
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

現
委
員
が
任
期
満
了
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
引
き
続
き
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
の
報
告

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

３
，
３
３
６
千
円
を
増
額

追
加
し
た
主
な
歳
出

公
共
土
木
施
設
に
関
す
る
災
害

復
旧
費

９
月
議
会
定
例
会
に

　
　
　

提
出
し
た
主
な
議
案



ねんりんピック秋田2017

　
　

月
９
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

　
　

秋
田
県
内
（
17
市
町
村
）
で

第
30
回
全
国
健
康
福
祉
祭
あ
き
た

大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２

０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
健
康
福
祉
祭
は
、
60
歳
以

上
の
方
を
中
心
と
し
た
健
康
と
福

祉
の
総
合
的
な
祭
典
で
す
。
厚
生

省
（
現
在
の
厚
生
労
働
省
）
設
立

50
周
年
を
記
念
し
て
、
昭
和
63
年

に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
峰
町
で
は
、
能
代
市
、
藤
里

町
と
と
も
に
９
月
10
日
か
ら
12
日

の
日
程
で
軟
式
野
球
交
流
大
会
が

開
催
さ
れ
、
八
峰
町
峰
浜
野
球
場

で
は
秋
田
県
代
表
を
含
め
た
全
国

か
ら
６
チ
ー
ム
総
勢
90
名
が
集
ま

り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
皆
さ
ん
の
健
康
を
願

い
、
八
峰
町
愛
育
班
や
秋
田
し
ら

か
み
看
護
学
院
の
学
生
さ
ん
に
よ

る
健
康
づ
く
り
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
白
神
八
峰
商
工

会
女
性
部
に
よ
る
ド
リ
ン
ク
コ
ー

ナ
ー
、
八
峰
町
観
光
協
会
に
よ
る

地
元
特
産
品
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
は

10
日
に
「
石
川
そ
ば
」
、
11
日
に

「
つ
み
れ
汁
」
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

選
手
の
皆
さ
ん
は
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。

　

日
曜
日
に
は
能
代
高
校
吹
奏
楽

部
と
、
地
元
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
愛

好
家
の
皆
さ
ん
が
ス
タ
ン
ド
で
応

援
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。
あ
る
選

手
の
方
は
、「
普
段
の
試
合
で
は
、

演
奏
付
き
で
応
援
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
の
で
嬉
し
い
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　

10
日
の
歓
迎
会
で
は
、
地
元
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
て
、
地
魚
・
地
元
食
材

を
用
い
た
料
理
の
数
々
や
地
酒
と

と
も
に
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー

や
茂
浦
民
謡
同
好
会
に
よ
る
舞
踊

を
堪
能
す
る
な
ど
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
12
日
は
残
念
な
が
ら

雨
天
に
よ
り
決
勝
戦
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
抽
選
に
よ
り
福

島
県
代
表
の
白
河
楽
翁
ク
ラ
ブ
が

優
勝
し
ま
し
た
。
表
彰
式
の
後
、

準
優
勝
と
な
っ
た
秋
田
県
代
表
の

秋
田
還
球
ク
ラ
ブ
と
、
お
互
い
に

エ
ー
ル
を
交
換
す
る
と
と
も
に
、

記
念
に
合
同
の
写
真
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
に
は
、
秋
田
県

や
八
峰
町
の
各
団
体
・
個
人
の
お

も
て
な
し
の
中
で
、
４
日
間
の
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
過
ご

し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

石川そばに「こりゃうまい！」 商工会のドリンクコーナー高校野球でおなじみの曲もカメラで撮影する姿も

白河楽翁クラブ、秋田還球クラブ合同の集合写真

９

～全国各地の選手の皆さんに心を込めたお・も・て・な・し～
八峰町で軟式野球交流大会を開催！ねんりんピック秋田2017

八峰町会場の優勝は白河楽翁クラブ!

マグロの解体ショーに歓声
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■
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は

　

平
成
11
年
10
月
23
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

（
18
歳
以
上
）
で
、
平
成
29
年
７
月
９
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
八
峰
町
内
に
住
ん
で
い
て

住
民
登
録
が
あ
る
方
で
す
。

※

平
成
29
年
７
月
10
日
以
降
に
転
出
さ
れ
た

方
は
、
転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
な
い
た
め
、
町
内
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
投
票
時
間

　

八
峰
町
で
の
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
で
す
。
入
場
券
が
届
い
た

ら
投
票
所
、
投
票
時
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
万
が
一
、
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

下
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

特
に
水
沢
投
票
区
は
投
票
所
が
変
更
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

票
の
補
助
者
が
代
理
で
記
載
し
ま
す
が
、
投

票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

■
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
い
る
人
は
、
そ
の
施

設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は

そ
の
施
設
で
行
い
ま
す
の
で
、
施
設
の
係
の

方
に
不
在
者
投
票
の
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
に
は
、
投

票
所
に
行
か
ず
に
自
宅
で
投
票
で
き
る
「
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
事
前
に
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
に

は
、
申
請
書
提
出
か
ら
障
害
の
程
度
の
確
認

後
に
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定
の
う
え
証
明

書
の
交
付
と
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
は
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

※

不
在
者
投
票
は
、
投
票
日
ま
で
に
選
管
に

届
か
な
い
と
無
効
に
な
り
ま
す
。
手
続
き

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
八
峰
町
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

☎
７
６―

４
６
０
１
（
総
務
課
内
）

☎
７
６―

４
８
０
０
（
選
管　

峰
栄
館
内
）

■
こ
ん
な
時
は
期
日
前
投
票
を

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
等
の
理
由
に

よ
り
投
票
で
き
な
い
場
合
は
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。
入
場
券
裏
面
の
「
期
日
前
投
票

請
求
書
兼
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

期
日
前
投
票
所
へ
提
出
す
る
と
、
そ
の
場
で

投
票
で
き
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
所
】

　

八
森
地
区
・
・
・
フ
ァ
ガ
ス
「
研
修
室
」

　

峰
浜
地
区
・
・
・
峰
栄
館
「
ホ
ー
ル
」

【
期
日
前
投
票
期
間
】

●
第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
　

10
月
11
日（
水
）か
ら
10
月
21
日（
土
）

※

期
間
中
は
、
土
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
自
分
で
書
け
な
い
と
き
は
代
理
投
票
を

　

手
に
ケ
ガ
な
ど
を
し
て
、
自
分
で
投
票
用

紙
に
書
け
な
い
場
合
は
、
代
理
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投

①
　
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て

寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
や
名
義
の

い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

※

一
部
、
禁
止
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

②
　
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
・
要

求
の
禁
止

　

政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ
う
勧
誘

や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
　
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る
団
体

や
会
社
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、

政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類

推
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
で
寄
附
を
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
に
関
し
て
寄
附

を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

※

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
ま
た
は
そ
の
支
部
に
対

す
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

④
　
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　

後
援
団
体
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
、
香
典
や
祝
儀
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

の
を
出
し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に

よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄
附

以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
そ
の
時
期
や
名
義

の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

⑤
　
年
賀
状
等
の
挨
拶
状
の
禁
止

　

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し

て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除

第
48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

投
票
日
　
10
月
22
日（
日
曜
日
）午
前
７
時
〜
午
後
７
時

国
民
の
代
表
と
し
て
、我
が
国
の
未
来
を
託
す
人
た
ち
を
選
ぶ
大
事
な
選
挙
で
す
。

よ
く
見
、よ
く
聞
き
、よ
く
考
え
て
、貴
重
な
一
票
を
正
し
く
投
じ
ま
し
ょ
う
。

 １大　沢 大沢・横内・仲村・小手 塙川健康セン
 投票区 萩・内荒巻・塙・大信田 ター 

 ２石　川 石川・稲子沢・大野・外 石川多目的集
 投票区 林 施設

 ３田　中 畑谷・上畑谷・強坂・内
 投票区 坂・沼田・田中 

峰栄館

 
４水　沢

 水沢・カッチキ台・駅 
水沢コミュニ

 
投票区

 前・三ツ森・高野々・大 
ティセンター

  土面 

 
５目名潟

 目名潟・萩ノ台・蝦夷倉・
 
投票区

 岩子・大久保岱・手這坂・ 八峰町役場
  大岱・大槻野 

 ６八　森 八森第一・八森第二・八 八森生活改善
 投票区 森第三・浜田・本館 センター

 ７観　海 椿台・椿・中浜・茂浦・
 投票区 立石・横間・滝の間 

ファガス

 ８岩　館 小入川・岩館第一・岩館 岩館生活改善
 投票区 第二 センター

投票区 地区名 投票所

各投票区の投票所

政治家の寄附は禁止、有権者が求める
ことも禁止されています
　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。

また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。

　下記の①から④まで及び⑥の項目によって処罰されると、公民権停止（※）の対

象となります。

　寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

※公民権停止とは…選挙への立候補、投票、選挙運動への参加等が禁止されること。

き
、
年
賀
状
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
　
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の

禁
止

　

政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
選
挙
区
内
に
あ

る
者
に
対
し
て
、
主
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
目

的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
出

す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　　

次
の
も
の
も
、
政
治
家
の
寄
附
禁
止
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
・
差
入

○
落
成
式
・
開
店
祝
等
の
花
輪

○
お
歳
暮
・
お
年
賀

○
葬
儀
の
花
輪
・
供
花

○
病
気
見
舞

○
入
学
祝
・
卒
業
祝

○
地
域
の
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲

食
物
等
の
差
入

○
町
内
会
の
集
会
・
旅
行
等
の
催
物
へ
の
寸

志
・
飲
食
物
の
差
入

　

水
沢
投
票
区
（
水
沢
、
カ
ッ
チ
キ
台
、
駅

前
、
三
ツ
森
、
高
野
々
、
大
土
面
地
区
等
）

に
お
住
い
の
皆
様
へ
の
ご
連
絡
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
か
ら
、
投
票
所
が
こ
れ
ま
で

の
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
旧
は
つ
ら

つ
苑
）
か
ら
「
水
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
」（
左
図
）
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

投
票
日
に
お
間
違
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
徹
底
し
よ
う

　
三
な
い
運
動

　
　
　
　
○
贈
ら
な
い
！

　
　
　
　
○
求
め
な
い
！

　
　
　
　
○
受
け
取
ら
な
い
！

水
沢
投
票
区
の
皆
様
へ

至八森
至岩子 

至沢目駅前至峰浜小至松波苑

盛沢寺

峰浜郵便局

◎水沢コミュニティセンター
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「１１９番の日」

秋田県消防操法大会で第１分団（水沢）・第５分団（石川）が準優勝！

がん治療を受けられている方へ

　５月下旬から連日連夜訓練を続けてきた消防団の皆
さんと、長期の指導にご協力いただいた八峰消防署の
皆様に敬意と感謝を申し上げます。

あなたも菌床しいたけ栽培を始めてみませんか？

　町では、平成28年度から県と協働で「秋田県市町村未来づくり協働プログラム」事業に取り

組み、これまで町が特産化を進めてきた菌床しいたけの更なる振興に努めています。特に平成

29年度では、国道101号沿いの目名潟地区に、菌床ホダ製造工場のほか、一次培養施設、二次

培養施設、栽培研修棟などの施設を建設し、しいたけの生産拡大に努めるとともに、新規就農

者の育成、雇用の場の確保に役立てることにしています。

　そこで町では、平成30年４月から栽培研修棟において、「栽培作業を体験しながら技術習得

する新規就農希望者」を募集します。

《研修期間は？》

　研修者の希望によりますが、基本は２年以内です。

《研修期間の生活費が心配なのですが…》

　研修者が45歳未満の方であれば、国の「農業次世代人材投資事業」により年間150万円の給

付金を受給することが可能です。また、栽培作業を手伝うことで毎月賃金を受給することとなる

ので、合わせて月平均20万円程度の生活費を確保しながら研修を続けることができます。

《75坪の施設１棟の所得は？》

　栽培方式の違いや管理状況で収量等の較差はありますが、75坪の施設１棟の平成28年度実績

は、販売額から諸経費を差し引いた所得額が192万円から320万円となっています。自分が働い

た労務費は経費として差し引かれているため、実際はこの所得に自分の賃金分が加算されるこ

とになります。

《申込期限》　平成29年12月20日（水）

■申込み・問合せ　　八峰町農林振興課　☎76－4609

下水道に加入しよう 

　下水道の加入促進のため、広報６月号より連載で下

水道の役割等についてご紹介してきました。

　現在、町では下水道接続工事を行っている住宅にお

いて、施主と工事業者のご協力のもと、啓発のために

工事を周知するのぼりを掲げています。

　まだ下水道に接続されていないご家庭の皆さまは、

きれいで住みよい町と快適な生活環境のため、接続工

事のご検討をお願いします。

■問合せ　　八峰町建設課　☎76－4610

～菌床しいたけ栽培　新規就農者募集～

番外編：のぼりを見たらご検討を！

緑ののぼりが目印です

　９月２日、由利本荘市の秋田県消防学校で開催され
た第54回秋田県消防操法大会において、ポンプ車操
法の部で第１分団（水沢）が、小型ポンプ操法の部で
第５分団（石川）がそれぞれ準優勝となりました。
　また、小型ポンプ操法では第５分団の２番員である
薩摩晃大さんが優秀選手賞を受賞しました。

石川フェスティバルで報告をする第５分団

ポンプ車に乗り込む第１分団

　総務省消防庁では、消防に対する正しい理解と認識をさらに深め、防災意識の高揚と地域ぐるみの防災体制
の確立に資することを目的として、昭和62年より11月９日を「119番の日」としております。

《正確な通報をするために》
　通報時は気が動転して、正確な通報が出来なくなります。また、「早く来て下さい。」だけで切断された
ケースも多く、災害場所の特定まで時間がかかり、出動が遅くなるという事例も多くあります。119番通報
は落ち着いて、正確に伝えることが大切です。

　～通報のポイント～
◎　こちらの指示があるまでは、通話を切らないでください。
◎　携帯電話からの通報は、位置情報を割り出せない場合があります。
　　住所や目印となる建物等を詳しく伝えてください。
◎　状況によっては、通報時に応急処置や避難誘導を指示する場合もあります。
◎　家庭では電話のそばに［住所・名前・目標物・電話番号］を記入したメモなどを準備しておくとよいです。
◎　職場や地域での避難訓練の際に、通報訓練を積極的に行って下さい。

■問合せ先　　能代山本広域市町村圏組合消防本部　通信指令室　☎52－3311

　八峰町では、がん治療を受けている方の補正具購入費を補助します。対象となる補正具は、乳房補正具と頭
髪補正具です。平成29年４月１日以降に購入したものを対象とします。詳しくはお問い合わせください。
○補助対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○対象補正具と補助金額の上限について
　・補正具の購入日において八峰町に住所のある方　　　・補助対象は次の補正具の購入費です（付属品、ケ
　・がん治療を受けている、または受けた方　　　　　　　ア用品、送料等は対象外）
○県からの補助
　・乳房補正具10,000円、頭髪補正具15,000円の
　　補助があります。

■問合せ先　　八峰町福祉保健課健康推進係　☎76－4608

能代山本地域の119番
通報は、すべて能代市の
能代山本広域消防本部で
受報しています。

乳房補正具 　　　　　　　20,000円
頭髪補正具 　　　　　　　30,000円

補正具名 補助上限額
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吉田キワノさん満100歳を松波苑でお祝い

ＪＲ東日本からのお願い

　10月３日、満100歳を迎えた吉田キワノ

さんの記念品贈呈式を、入居している特別

養護老人ホーム松波苑で行いました。

　この日は、松波苑のホールに家族や利用

者、職員らが集まり、吉田さんの長寿をお

祝いしました。

　伊藤副町長から寿詞と祝い金が手渡され

たあと、入居者の皆さんとケーキでお祝い

をしました。

　吉田さんは、10月３日現在、町内で５人目の100歳到達者となります。おめでとうございま

した。

　また、９月19日には能代福祉事務所長よ

り、今年度に満100歳を迎える方にお祝い

状と銀杯が送られました。

　この日は、吉田キワノさんとともに、同

じく松波苑に入居する大塚トクヱさんにも

手渡されました。

　お２人がこれからもご健康に楽しく過ご

されることを祈念します。

　昨年、ＪＲ東日本全体で警報機と

しゃ断機が設置されていない踏切を

通行された方の事故が発生していま

す。ＪＲ東日本では、列車が踏切に

近づいていることを知らせるため、

警報機としゃ断機が設置されていな

い踏切の手前で列車が気笛を鳴らす

取組みを行っております。

　踏切事故を防止し、尊い人命を守るための取組みですので、地域の皆様のご理解とご協力をよ

ろしくお願いいたします。

■問合せ先　　ＪＲ東日本ご意見承りセンター　☎050－2016－1651

八峰町関東ふるさと会　総会・懇親会のお知らせ

北海道八峰町ふるさと会　総会・懇親会のお知らせ

　当ふるさと会は、東京都およびその近県に在住する八峰町出身者
及びそれに縁故ある方で組織しています。
　毎年、八峰町役場のご支援により、町の食材で作る「きりたんぽ
鍋」を会場で美味しく味わうことができます。また、お土産として
“ＪＡ秋田やまもと”のご支援により「お米と椎茸」を予定してい
ます。
　当日は、会員による芸能披露や抽選会で大いに盛り上がります。
また、白神八峰商工会、産直施設“おらほの館”の方々で物産販売
も予定しています。
　今年も下記のとおり、開催を予定していますので、郷里や関東地方にお知り合いの方がおられまし
たら、お声がけをお願いします。
　一人でも多くの方々のご参加をお待ちしております。

■開催日時　　平成29年11月19日（日）　正午～午後３：30
■会　　場　　私学会館アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区九段北4－2－25）
　　　　　　　☎03－3261－9921
■申 込 先　　八峰町関東ふるさと会　成田　勘一（事務局）東京都小金井市関野町1－3－35
　　　　　　　☎042－383－0278　携帯090－5344－0039

　「どひらば！」「うん、まみしひら。」そんな挨拶が聞かれる北海道八峰町ふるさと会の総会が、今
年も10月に開催されます。
　峰浜ふるさと会として発足以来、今年で25年を迎える当会も、初期のころと比べると高齢化
もあり、年々参加者が減少し昨年は31名程度となりました。昨年は八峰町ふるさと会になって
10年を迎え、八森地区、峰浜地区が一体となり、懇親会のアトラクションではゲームやカラオ
ケに「やんや」の喝采で盛り上がるなど、とてもアットホームな会となりました。
　町からのお土産の「きりたんぽ鍋」には参加者全てが懐かしい故郷の味に舌鼓を打っていまし
た。今年も町の好意で、きりたんぽ鍋を実施します。また、今年は産直「おらほの館」から選別
頂いた５品目程度を一組としたお土産を、参加者全員にお持ち帰りいただく予定です。
　北海道在住の八峰町出身者がより多くご参加いただくことを希望しておりますので、地元から
も呼びかけをお願いいたします。一人でも多くの方々のご参加をお待ちしております。

■開催日時　　平成29年10月21日（土）　午後１時～午後４時
■会　　場　　札幌第一ホテル（札幌市中央区南七条西１丁目12－7）
　　　　　　　☎011－530－1101
■申 込 先　　北海道八峰町ふるさと会　高杉　昇（事務局）　北海道石狩市花川南１条五丁目106
　　　　　　　☎0133－73－4346　携帯090－8630－2781
　　　　　　　FAX0133－73－4340

■問合せ先　　八峰町企画財政課　企画係　☎76－4603
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能代高校生へガイド講習

広報はっぽう　2017.10月号 12広報はっぽう　2017.10月号13

ご自宅での家族法要に最適な

八峰町プレミアム商品券・八峰町敬老記念商品券　取扱店

でお手伝い

会席すし折詰 5,000円から
配達します

　旧八森町役場および商工会職員により、昭和44年に創立されました。現在の
会員は15名で、一般町民を対象とした活動では、元旦の糠森登山や、年に１回
の町民登山を実施しています。
　会員の活動として県内外の山に登っており、昨年は新潟県の妙高山、今年は北
アルプスの黒部五郎岳等を縦走しました。また、平成26年には創立45周年とし
て、初の海外遠征を実施しました。
　女性として世界で初めてエベレストを登頂した田部井淳子さん曰く、登山は競
争もなく特別な才能もいらない万人向けのスポーツですから、どうぞ入会を待っ
ています。

連載 第80回
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。
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ど
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で
す
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岸
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22
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行
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第
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催
！
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オ
パ
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全
国
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潟
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台
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行
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ま

す
。
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国
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で
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田
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る
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演
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ス
カ
ー
シ
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ン
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ま
す
。

　

今
年
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
活
動
を
開
始
し
て
10
年
目

と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
ま
た
、

東
北
地
方
で
全
国
大
会
を
開
催
す
る

の
は
今
回
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初
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て
と
な
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ま
す
。

そ
し
て
、
八
峰
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ー
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し
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全
国
か
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大
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参
加
者
を
迎

え
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。

昨年度の伊豆半島ジオパーク
全国大会の様子

白瀑の自然や信仰の
歴史について学ぶ能代高校生

逆光で眩しくならないように
する工夫も必要です。

八峰町のなかまたち八峰町のなかまたち

はっぽうの元気な企業はっぽうの元気な企業八森いさりび温泉　ハタハタ館

クローズアップ

時代の波に合ったものを
提供していきたい

八峰町で活動する様々な団体・サークルなどにスポットライトを当てます
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温
泉
や
宿
泊
施

設
を
備
え
る
こ
と
か
ら
、
隣

接
す
る
「
あ
き
た
白
神
体
験
セ
ン

タ
ー
」
と
と
も
に
、
御
所
の
台
周

辺
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
拠
点
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
タ
ハ
タ
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
今
年
度
中
に
メ
ニ
ュ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
る
予
定
と
の
こ

と
で
、
小
林
館
長
は
「
こ
れ
ま
で

の
メ
ニ
ュ
ー
を
残
し
つ
つ
、
温
泉

に
入
り
に
来
て
い
た
だ
い
た
地
元

の
方
々
が
、
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る

も
の
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
で

す
。
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

こ
で
働
く
従
業
員
は
36
名
。

　
　

温
泉
管
理
や
宿
泊
に
関
す
る

業
務
の
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の

調
理
や
料
飲
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ン
ト
な
ど
で
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
勤
務
す
る
赤
塚
さ
ん
に
仕
事

の
上
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
お
客
様
に
対

し
て
は
、
元
気
よ
く
、
明
る
く
、

優
し
く
接
す
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
　

後
に
仕
事
へ
の
思
い
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、
「
新
し
い
こ

と
を
す
る
に
は
、
自
分
か
ら
動
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
勉
強
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

現
場
の
雰
囲
気
が
分
か
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

八森いさりび温泉
ハタハタ館

（八森字御所の台51）
TEL 0185－77－2770
・事業内容／観光施設の
運営

・主な仕事内容／温泉施
設、宿泊施設、レスト
ラン等の運営

客層や要望の変化を語る小林雅𠀋さん

Vol.22

Vol.22

シリーズ

近

こ

最

真瀬山の会
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９
月
23
日
、
塙
健
老
会
（
今
井
東
長
会

長
）
の
会
員
20
名
ほ
ど
が
、
敬
老
感
謝
一

斉
奉
仕
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
今
年
で
５
、
６
年
を
迎
え

る
と
の
こ
と
で
、
今
回
は
曲
が
り
角
が
多

い
塙
地
区
内
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
中
心
に
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
朝
８
時
に
集
合
し
、
男
性
会

員
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
11
カ
所
の
拭
き
取
り

を
行
っ
た
ほ
か
、
女
性
会
員
は
公
民
館
周

辺
の
草
取
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
い
く
つ
か

の
組
に
分
か
れ
て
、
一
人
暮
ら
し
老
人
宅

の
訪
問
な
ど
声
か
け
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

９
月
23
、
24
日
、
第
２
回
ダ
イ
ワ
キ
ス

マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
７
全
国
決
勝
大
会
が
、

昨
年
に
引
き
続
き
目
名
潟
地
区
の
海
岸
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
全
国
各
地
の
予
選
を
勝

ち
上
が
っ
た
15
名
に
、
前
年
優
勝
者
１
名

を
加
え
た
16
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
定
め

ら
れ
た
区
間
、
90
分
の
時
間
内
に
釣
り
上

げ
た
キ
ス
の
重
量
で
勝
敗
が
決
し
ま
す
。

　

23
日
に
予
選
、
24
日
に
準
決
勝
と
決
勝

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
好
天
に
恵

ま
れ
、
波
も
比
較
的
穏
や
か
で
し
た
。
選

手
の
皆
さ
ん
は
、
試
合
開
始
の
サ
イ
レ
ン

と
と
も
に
、
手
際
よ
く
針
に
餌
を
付
け
、

竿
を
大
き
く
振
り
か
ぶ
っ
て
遥
か
遠
く
へ

仕
掛
け
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
、
八
峰
町
役
場
大
会
議
室
で
、

県
主
催
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
緊
急
対
策

会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
９
月
23
日
、
青
森
県
か
ら
来

た
60
代
の
男
性
が
、
八
峰
町
の
真
瀬
川
で

渓
流
釣
り
を
し
て
い
た
最
中
に
ク
マ
に
襲

わ
れ
、
重
傷
を
負
っ
た
こ
と
を
受
け
て
緊

急
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ク
マ
の
生
息
域
は
近
年
広
が
っ
て
は
い

た
も
の
の
、
今
年
は
こ
れ
ま
で
ク
マ
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
男
鹿
市
や
大
潟

村
に
も
新
た
に
出
没
す
る
な
ど
、
異
常
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
県
や
県
警
、
町
や
猟
友
会
関

係
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
今
後
の
被
害
防

止
対
策
な
ど
を
説
明
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
情

報
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

どこに落ちたのか見えないほどの遠投

山や沢以外の場所でも注意してください

　

９
月
２
日
、
文
化
ホ
ー
ル
で
平
成
29
年

度
の
八
峰
町
敬
老
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
４
５
９
名
で
、
そ

の
う
ち
初
養
老
を
迎
え
た
方
が
１
５
３
名
、

傘
寿
の
方
が
１
０
６
名
、
米
寿
の
方
が
１

１
４
名
、
金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
が
43
組

で
し
た
。

　

式
で
は
、
加
藤
町
長
よ
り
「
長
年
に
わ

た
り
家
庭
と
地
域
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
ご

労
苦
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。」
と
の
式
辞

が
あ
っ
た
ほ
か
、
芦
崎
議
長
か
ら
は
「
皆

様
が
ま
す
ま
す
元
気
で
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
は
、
我
々
の
責
務

で
あ
り
願
い
で
あ
り
ま
す
。」
と
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
琴
修
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
の
方
々
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
に
沢
目
子
ど
も
園
、
９
月
30

日
に
塙
川
子
ど
も
園
の
運
動
会
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
当
日
あ
い
に
く
の
雨
と
な

っ
た
塙
川
子
ど
も
園
で
は
、
旧
塙
川
小
学

校
の
体
育
館
で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
誓
い
の
言
葉
で
は
、
園
児
た

ち
が
「
転
ん
で
も
泣
き
ま
せ
ん
、
最
後
ま

で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」
と
声
を
合
わ

せ
て
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
か
け
っ
こ
や
障
害
物
競
走
な

ど
の
種
目
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
が
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
見
せ
る
と
、
集
ま
っ

た
家
族
の
皆
さ
ん
は
そ
の
一
生
懸
命
な
姿

に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
、
本
館
地
区
の
伝
統
行
事

「
た
い
ま
つ
祭
り
」
が
、
本
館
城
跡
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
い
ま
つ
祭
り
は
、
慶
長
10
年

（
１
６
０
５
年
）
、
領
民
の
一
揆
に
よ
り

本
館
城
が
落
城
。
そ
の
翌
年
か
ら
続
い
た

飢
饉
や
疫
病
が
、
城
主
や
一
揆
に
加
わ
っ

て
命
を
落
と
し
た
領
民
に
よ
る
た
た
り
で

は
な
い
か
と
恐
れ
た
領
民
が
、
た
い
ま
つ

を
掲
げ
て
霊
を
供
養
し
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
台
風
の
接
近
に
よ
り
強
い
風

が
吹
い
て
い
た
も
の
の
、
雨
も
な
く
無
事

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
５
時

半
を
過
ぎ
、
夕
闇
が
訪
れ
始
め
た
頃
、
た

い
ま
つ
に
火
を
灯
し
て
、
城
跡
か
ら
集
落

へ
ゆ
っ
く
り
と
下
り
て
い
き
ま
し
た
。

ママと一緒にゴールへ！

これからも元気にお過ごしくださいカーブミラーを拭いている様子

たいまつの明かりが城跡を照らしました

平
成
29
年
度
敬
老
式
が
開
催　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

今
年
度
は
４
５
９
名
が
対
象

子
供
た
ち
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

　
　

町
内
子
ど
も
園
で
運
動
会

農
民
一
揆
の
犠
牲
者
を
悼
ん
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
館
地
区
「
た
い
ま
つ
祭
り
」

八
峰
町
内
で
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
被
害
緊
急
対
策
会
議

塙
健
老
会
の
会
員
が　
　
　
　
　
　
　
　

　

塙
地
区
で
奉
仕
活
動
を
実
施

今
年
も
目
名
潟
海
岸
で
熱
戦　
　
　
　
　
　
　

第
２
回
ダ
イ
ワ
キ
ス
マ
ス
タ
ー
ズ
開
催

補聴器・メガネ・時計・宝石・はんこ・ゴム印
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ファガス図書室 峰栄館図書室
新しく入った本のお知らせ

【絵本、児童書】
【絵本】そらの100かいだてのいえ いわいとしお
【絵本】ごっこやさん ほそいさつき
【絵本】６この点 ボリス・クリコフ
【絵本】モリくんのおいもカー かんべあやこ
【絵本】モリくんのハロウィンカー かんべあやこ
【絵本】モリくんのりんごカー かんべあやこ
【児童書】おしりたんてい　いせきからのＳＯＳ トロル
【児童書】５分後に涙のラスト エブリスタ編
【児童書】月の森に、カミよ眠れ 上橋菜穂子
【児童書】春夏秋冬星と星座のおべんきょう 金園社企画編集部編
【一般書】（小説、エッセイ、実用書、コミック）
【小説】ネメシスの使者 中山七里
【小説】政略結婚 高殿円
【小説】孤高のメス　完結篇　命ある限り 大鐘稔彦
【小説】最後の医者は桜を見上げて君を想う 二宮敦人
【小説】壊れる心　警視庁犯罪被害者支援課１ 堂場瞬一
【小説】幸腹な百貨店　1～２巻 秋川滝美
【小説】恨み残さじ　空也十番勝負　青春篇 佐伯泰英
【小説】新・酔いどれ小籐次　１～９巻 佐伯泰英
【小説】深海カフェ海底二万哩　１～３巻 蒼月海里
【小説】恋する音川家 木下半太
【よみもの】現代のわすれもの 渡辺和子
【よみもの】宝くじで１億円当たった人の末路 鈴木信行
【よみもの】世界のアニマルシェルターは、犬や猫を生かす場所だった 本庄萌
【よみもの】子どもの語彙力を伸ばすのは、親の務めです 齋藤孝
【よみもの】すべての理由 ＮＭＢ48　山本彩
【実用書】雑草と楽しむ庭づくり ひきちガーデンサービス
【実用書】図録全国の美しい御朱印 八木透
【実用書】鉄道切符ガイドブック決定版 澤村光一郎
【実用書】図解いちばん親切な税金の本 高橋創
【実用書】尿もれ、頻尿を自力で治す。 マガジンハウス

【絵本、児童書】
【絵本】そらの100かいだてのいえ いわいとしお
【絵本】あま～いしろくま 柴田ケイコ
【絵本】おたんじょうびケーキ アンマサコ
【絵本】イモリとヤモリ　どこがちがうか、わかる？ 赤木かん子
【児童書】カーズ　メーターが大かつやくする10のおはなし 老田勝
【児童書】ディズニープリンセスのウェディング10話 駒田文子
【児童書】ワンガリ・マータイ 学研まんがNEW世界の伝記
【児童書】広岡浅子 小学館学習まんが人物館 
【児童書】図解大事典　世界の妖怪 ながたみかこ
【児童書】クジラ・イルカのなぞ99 水口博也
【児童書】恐竜研究室１，２ ヒサクニヒコ
【児童書】世界の「楽器」絵事典　音楽がたのしくなる PHP研究所
【児童書】お米の大研究 PHP研究所
【児童書】手話の絵事典　基本表現がよくわかる PHP研究所
【児童書】どきどき！プレゼントスイーツ Goma
【一般書】（小説、よみもの、実用書、郷土史）
【小説】パーマネント神喜劇 万城目学
【小説】遠縁の女 青山文平
【小説】悪寒 伊岡瞬
【小説】ゴースト 中島京子
【小説】影裏　（芥川賞受賞作） 沼田真佑
【小説】真夏の雷管　（道警シリーズ８） 佐々木譲
【文庫小説】新版　トットチャンネル 黒柳徹子
【よみもの】男尊女卑 酒井順子
【よみもの】あなたの人生を、誰かと比べなくていい 五木寛之
【実用書】よくわかる大人のアスペルガー こころのクスリBOOKS
【実用書】haru＿mi2017年秋号 栗原はるみ
【実用書】レジ袋でできるカラフルなバッグと小物 ｐoRiff
【実用書】母と子のためのハイキング＆キャンプ 東麻吏
【実用書】東北のしきたり 鈴木士郎
【郷土史】守農太神と呼ばれた男　小説 安藤昌益 伊澤芳子

金谷信榮氏の寄付金で購入した本の他に、
寄贈本もご紹介しています。 寄贈本もご紹介しています。

　　　八峰町教育委員会　生涯学習課

編集　山本郡八峰町八森字中浜196－1
　　　TEL 0185－77－3700　FAX 0185－74－5290

生涯学習だより

は っ ぽ う 第138号

 〔開室時間〕　午前８時30分～午後９時　
　　　　　　　〈休み：年末年始、蔵書点検期間〉
　■ファガス図書室　八峰町八森字中浜196－1　　　　☎0185－77－3700
　■峰栄館図書室　八峰町峰浜田中字野田沢20－1　☎0185－76－2323

としょしつだより　

この他の新刊図書については、各図書室までお問合せください。

八森ブルーウェーブ全県大会

　９月16～18日の３日間に渡り、第15

回東北学童軟式野球新人秋田県大会が横手

市で行われました。

　山本郡代表として出場した八森ブルーウ

ェーブは１回戦から準決勝を突破。迎えた

決勝では旭栄（横手市）と対戦し、２－３

で惜しくもサヨナラ負けとなりましたが準

優勝に輝きました。

　「第４回秋田25市町村対抗駅伝ふるさ

とあきたラン！」が10月１日、男鹿総合

運動公園を発着点とする9区間31.0キロ

で行われました。

　八峰町は「町の部」で８位となりました。

　選手たちはお互いの検討を讃えると共に

来年の飛躍を誓い合いました。

ことぶき大学大運動会

　10月５日、ことぶき大学大運動会が開

催され、約250名の学生が参加しました。

　学生らは、玉入れ競争やバケツリレー、

ゲートボールリレーなどさまざまな種目に

ハツラツと取り組んでいました。

　競技終了後は、昼食をとりながら参加者

同士の交流を深めました。

　読書の秋に本に親しんでいただく
とともに、資源を有効に再活用する
ため、図書室の除籍本を無償で提供
します。提供する本は、古くなった
り、利用されなくなった小説など大
人向けの本・雑誌のほか、複数ある
絵本など児童向けの本です。持帰り
用の袋をご準備のうえ、来訪くださ
い。なお、提供本がなくなり次第終了いたします。

日時：平成29年11月３日（金）～５日（日）八峰町文化祭期間中
　　　（午前９時～午後７時まで）
場所：ファガス１階サークル研修室
※後日配布される文化祭のパンフレットでもご案内いたします。

八峰町文化祭にて、除籍図書のリサイクルを開催します。八峰町文化祭にて、除籍図書のリサイクルを開催します。 ●司書のホンのつぶやき●
峰栄館図書室 編

レシートの確認をしていますか？
　本を借りた時に、プリントアウトされるレシート、皆さんしっか
り確認していますか？レシートには重要な情報がたくさん書かれて
います。

　八峰町図書室では、町民の方から図書室で購入する本を選んでもらう
「選書ツアー」を毎年開催しています。今回は秋田県立図書館を見学後、
加賀谷書店茨島店での選書を予定しております。是非ご参加ください！
●日　時：平成29年11月26日（日）午前８時30分～午後５時
●参加料：無料（昼食代は自己負担となります）
●対　象：八峰町にお住いの方。毎年小さなお子様からご年配の方まで

参加いただいております。
　　　　　※中学生以下は保護者同伴でお願いします。
●人　数：先着20名

●日　程：午前８時30分ファガス出発→（役場・峰栄館経由）→秋田
県立図書館→昼食・休憩→午後１時～３時加賀谷書店茨島店
で本選び・購入→午後5時八峰町到着予定

　※バスで移動します。乗り場はファガス・役場・峰栄館です。
　　バス乗り場までの移動手段が無い場合はご相談ください。
●お申込み：ファガスと峰栄館の窓口にある申込用紙をご記入・ご提出

ください。お電話でもお申込み可能です。
(生涯学習課　梅田　☎77－3700）

●締　切：11月17日（金）

▽町民ウォーキングの集い
■開催日：10/22（日）
■行　先：釜谷浜クアオルトコース（三種町）
※詳しくはページ右側をご覧ください
　
▽八峰町民ソフトバレーボール大会
■開催日：10/29（日）　■会　場：八森体育館
■問合せ：町バレー協会　☎090－2274－8622（阿部）
　
▽八峰町文化祭
■開催日：11/3（金）～11/5（日）
※詳しくは下記お知らせと9/25に配布したチラシをご覧くだ
　さい。プログラムは10/25に全戸配布します。
　
▽八峰町民バレーボール大会
■開催日：11/12（日）8：30～
■会　場：八森体育館
■問合せ：生涯学習課　☎77－3700
※詳しくは21ページをご覧ください

行 事 予 定

『あきた白神であそぼうフェスティバル』
　スタッフと参加者がまったり楽しむ感謝祭。100円ででき
る工作コーナーや食づくりコーナーも人気です。
■主　催：あきた白神体験センター
■開催日：10月22日（日）9：00～16：00
■内　容：工作、食づくり、海遊び、山遊び、等
　　　　　※詳しくは主催者はお問合せください。
■申込み：あきた白神体験センター　☎77－4455
　　　　　生涯学習課（ファガス）　☎77－3700　　　

大人のふるさと学習講座

『町民ウォーキングの集い』
　楽しく歩くことは健康づくりの第一歩。公民館主催のウォ
ーキング行事に参加してみましょう。
■開催日：10月22日（日）8：30～14：30
■出　発：ファガス8：30、峰栄館9：00
■行　先：釜谷浜クアオルトコース（三種町）
■参加料：大人1,400 円、小学生1,200 円（食事・入浴料）
■定　員：20名  　  ■締　切：10月16日（月）
■申込み：生涯学習課（ファガス）　☎77－3700

アクティブ・シニア講座

11月26日（日）選書ツアー参加者募集！ 市町村対抗駅伝　ふるさとあきたラン

第12回八峰町文化祭のお知らせ
第12回八峰町文化祭を開催いたします。
町民の皆様の日頃の学習の成果、作品や芸能発表をご観覧、ご鑑
賞ください。

展示作品公開
　■会場：ファガス、峰栄館
　■期日：11月3日（金）～11月5日（日）
　　　　　9：00～21：00

歴史講演会
　■会場：峰栄館2階　大会議室
　■期日：11月3日（金）10:00～12:00
　■演題：「八峰町の大むかし」
　　講師：永瀬福男 氏

芸能(学習)発表
　■会場：ファガス文化ホール
　■期日：11月5日（日）
　　　　　09：30～10：00　第4回あきた白神子ども
　　　　　　　　　　　　　　の俳画大会表彰式
　　　　　10：00～16：00　芸能発表会
　　食堂　10：30～13：30（そば・だまこもち）

※写真は除籍図書の一部です。

生涯学習だよりはっぽう

返却日を過ぎた本
には「＊」マーク
が付きます。早め
に返却しましょう。

他の方が予約をし
ています。返却期
限を過ぎた場合は
連絡をさせて頂く
ことがあります。

本を借りた日です。
この日から３週間、
本を借りられます。

返却予定日です。
他の方の予約が
入っていなけれ
ば、貸出期間を
延長できます。
ご連絡下さい。
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平成29年

■10月16日～31日の行事予定
            
 16 月 のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の病を持っている方が情報交換する場です。どな　     たでもお気軽にお立ち寄りください。
      2歳児歯科健康診査 八森保健センター 受付時間：午後1：00 対象：平成27年1月～平成27年4月生     　　　　～午後1：30 
17 火
    沢目子ども園 　 対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん
   めんちょこひろば ※現地集合 午前10：00～午前11：00 内容：沢目子ども園との交流
       八森第１コミュニ  健康に関するお話ほか。
   八森地区健康教室 ティセンター 午後1：30～午後3：00 八森第１・第２・第３自治会の方はどなたでもご参加
      ください。
         対象：７４歳以下の町民
 18 水    内容：運動に関する学習会（運動プランの作成、家庭
   健康運動学習会 ファガス 午後1：30～午後3：00 内容：でできる運動の指導）
　   イベントホール  参加希望の方は福祉保健課にお申込みください。
      ☎７６－４６０８
      心配ごと相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～正午 担当：齊藤一義相談員
    　 　    大会式典・寸劇発表・講演「悪質商法！あなたも被害
 　 　 第12回八峰町 文化ホール 午後1：30～午後4：00 者に」（講師：タレント　バリトン伊藤氏）があります。
   社会福祉大会  （開場　午後1：00） ※入場希望の方は八峰町社会福祉協議会まで
      ☎７７－３５５１
      八森第１泰山会古紙回収 八森第１自治会  午前９時までに自宅前に出してください。
    20 金 行政相談※特設相談所 塙川健康センター 午後1：30～午後3：30 担当：中山朱子委員、辻正英委員
         陽だまりの会会員がおいしいコーヒー、お茶を準備
   交流サロン「らべんだー」 塙川健康センター 午後1：30～午後3：30 してお待ちしております。どなたでもお気軽にお立
      ち寄り下さい。
      ほっと健康相談 塙川健康センター 午後1：30～午後4：00 保健師が個別に相談に応じます。お気軽においでく      ださい。　担当保健師　武田
      あった会 ファガス（シーガル） 午後2：00～午後3：30 読み聞かせサークル「かもめ」が、絵本の読み聞かせなど      をします。どなたでもお気軽にお立ち寄りください。
 23 月   のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の病を持っている方が情報交換する場です。どな      たでもお気軽にお立ち寄りください。
    　 　 行政相談 水沢コミュニティセンター 午前9：30～午前11：30 担当：中山朱子委員
         対象：脳卒中後遺症者
   活き活き健康教室 八森保健センター 午前10：00～午後3：00 内容：健康チェック・作業療法士による訓練 24 火    ※参加希望者はご連絡ください　健康推進係☎76－
      　４６０８、八森保健センター☎７７－４０５０
    　 　  子育て支援センター  対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん
   めんちょこひろば 「あいあい」 午前10：00～午前11：00 内容：手品鑑賞
      対象：金田貢さん（八森在住）による手品です。
   
     受付：午後0：30 対象：平成29年6月～平成29年7月生
 25 水 乳児健康診査 八森保健センター 　　　　～午後1：00 対象：平成29年3月～平成29年4月生      対象：平成28年12月～平成29年1月生
      ポプリの会 子育て支援センター 午前10：00～午前11：30 対象：子ども園入園前の子どもと保護者    「あいあい」  内容：自由あそび
    26 木  浜田地区コミュニ  内容「健康講話・健康相談」
   浜田健康教室 ティセンター 午後2：00～午後3：30 講話テーマ「冬の感染症予防について」
      浜田自治会の方はどなたでもご参加ください。
    　 　 椿健康教室 椿自治会館 午前10：00～午前11：30 健康に関するお話ほか。椿自治会の方はどなたでも 27 金    ご参加ください。
    　 　 塙介護予防教室 塙公民館 午後2：00～午後3：30 軽体操やレクゲーム、認知症予防訓練を実施します。
         「ぬかもり館」に集まってお茶を飲みながらおしゃ
   もりのカフェ 椿台コミュニティセンター 午後1：30～午後3：30 べりします。どなたでもお気軽においでください。
 29 日  「ぬかもり館」  「もりのカフェ」ののぼりが目印です。
      いさりびサロン 漁火の館 午前10：00～正午 対象者：岩館第２地区にお住まいの方　参加費：１人１００円      お茶やおいしいお菓子を用意しております。
   　 　 行政相談 社会福祉協議会（旧八森中） 午前9：30～午前11：30 担当：辻正英委員
    30 月 のんき会 沢目駅舎内 午前9：00～午後4：00 心の病を持っている方が情報交換する場です。どな      たでもお気軽にお立ち寄りください。
    　 　 めんちょこひろば 子育て支援センター 午前9：30～午前11：00 対象：子ども園入園前の子どもと保護者、妊婦さん    「あいあい」  内容：ハロウィンの製作
    31 火 立石健康教室 立石コミュニティ 午前10：00～午前11：30 健康に関するお話ほか。立石自治会の方はどなたで    センター  もご参加ください。
    　 　 大信田介護予防教室 大信田公民館 午後2：00～午後3：30 軽体操やレクゲーム、認知症予防訓練を実施します。

日・曜日 行　事　名 場　　所 時　　間 内　　　　容

コール・リコール(個別受診勧奨)事業のお知らせ
～今年度は胃がん検診の受診を呼び掛けます～

　秋田県全体において胃がんによる死亡は、がん死亡の中でも上位を占めています。食生活の改善は
もちろん重要ですが、大切なのは定期的に検診を受けて早期発見、早期治療に努めることです。
　そのため町では、胃がん検診を受けていただきたい方に電話連絡をし、検診の受診案内をします。

　コール・リコール(個別受診勧奨)対象者
　今年度は520名の方に、胃がん検診無料クーポン券を配布しておりますが、8月末現在の利用率は
8.5％と低い現状です。クーポンを無くされた方には、再発行いたしますのでご連絡ください。
　　　　　＜胃がん検診無料クーポン券対象者＞  
 年齢 生年月日
 50歳 昭和41年４月２日 ～ 昭和42年４月１日
 52歳 昭和39年４月２日 ～ 昭和40年４月１日
 54歳 昭和37年４月２日 ～ 昭和38年４月１日
 56歳 昭和35年４月２日 ～ 昭和36年４月１日
 58歳 昭和33年４月２日 ～ 昭和34年４月１日
　　　　　　　　　※対象年齢は平成29年３月31日現在

　方法・内容
　秋田県総合保健事業団「がん検診コール・リコールセンター(☎018－884－5531)」から受診案
内の電話がきます。電話の内容は、「検診受診状況の確認」と「検診の受診案内」です。もし検診を
受けない方は差し支えなければ理由をお伝えください。

　電話連絡の期間・時間
　平成29年10月19日(木)、20日(金)、23日(月)の３日間
　午前８：00～午後５：15（日中不在の場合、午後５：15～午後７：45）
　※電話で連絡がつかなかった方へは、受診の案内を後日郵送します。

追加大腸がん検診のお知らせ
■対象者　　　　30歳以上の方で、大腸がん検診を受けていない方
■検診日・会場　平成29年11月4日(土)・・・・八森保健センター
　　　　　　　　平成29年11月7日(火)・・・・峰栄館
■受付時間　　　午前9：30～午前11：30、午後1：30～午後3：00
■申込み先　　　受診希望の方は、検診日の１週間前までに健康推進係へご連絡ください。
　　　　　　　　追って受診票・検査キットを送付します。
　今年まだ大腸がん検診を受けていない方や６月の集団健診で受診できなかった方は、この機会
にぜひ受診しましょう！

■問合せ・申込み先　　八峰町福祉保健課　健康推進係　　☎76－4608
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実
技
講
習　

午
後
12
時
15
分

〜
午
後
１
時
30
分

④
実
技
試
験　

午
後
１
時
45
分

〜
受
験
資
格　

平
成
29
年
４
月
２

日
現
在
、
秋
田
県
内
在
住
者

で
満
17
歳
以
上
60
歳
以
下
で

あ
る
こ
と
。

受
験
料　

３
，
５
０
０
円
（
高

校
生
無
料
）※

八
峰
町
審
判

部
で
負
担
し
ま
す
。

申
込
方
法　

児
童
お
よ
び
保
護

者
様
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

年
齢
、
学
校
名
・
学
年
、
電

話
番
号
、
住
所
を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

に
て
。

h
ap
p
o
sirakam

i.geo
@
gm

ail.co
m

申
込
締
切　

10
月
12
日（
木
）

問
・
申　

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
事
務
局
（
☎

77
―

３
０
８
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
88
―

８
０
７
５
）

●
講
　
　
　
座

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て
の
一

般
公
開
講
座

　

飼
い
猫
が
長
生
き
し
家
族
と

末
永
く
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
日
々
の
生
活
環
境

や
健
康
管
理
が
と
て
も
大
切
で

す
。
飼
い
猫
が
高
齢
期
を
む
か

え
る
前
に
、
普
段
か
ら
猫
と
の

飼
い
方
に
つ
い
て
気
を
付
け
る

点
な
ど
に
つ
い
て
講
話
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日（
日
）午
後
１

時
〜
午
後
３
時
半※

受
付
は

正
午
か
ら

場
所　

秋
田
市
保
健
所

講
師　

日
本
愛
玩
動
物
協
会
千

葉
県
支
所
長　
駒
田
房
江　
氏

講
演　

「
愛
猫
が
幸
せ
な
高
齢

期
を
む
か
え
る
た
め
に
」

服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装
と

す
る
。

申
込
締
切　

10
月
20
日（
金
）

問
・
申　

八
峰
町
審
判
部
事
務

局　

菊
地
（
☎
０
９
０
―

４

３
１
８
―

７
１
３
７
）

●
イ
ベ
ン
ト

八
峰
白
神
ジ
オ
パ
ー
ク
野
外

体
験
学
習
「
植
物
化
石
を
探

そ
う
！
」

　

八
森
鉱
山
跡
で
化
石
の
発
掘

体
験
！　

自
分
だ
け
の
宝
物
を

見
つ
け
よ
う
！

日
時　

10
月
15
日（
日
）午
前
８

時
半
〜
午
後
４
時

集
合
場
所　

あ
き
た
白
神
体
験

セ
ン
タ
ー

内
容　

化
石
採
集
、
化
石
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
、
植
村
和

彦
博
士
に
よ
る
講
義

対
象　

小
学
４
年
生
〜
６
年
生

の
児
童
お
よ
び
保
護
者
様

定
員　

10
組
限
定

参
加
費　

１
組
１
千
円
（
保
険

代
）

服
装　

長
袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ

ン
、
帽
子
、
長
靴

持
ち
物　

軍
手
、
新
聞
紙
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
、
水
筒
、
昼
食
、
タ
オ
ル
、

黒
の
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
、
筆
記

用
具
、
雨
具

申
込
締
切　

11
月
５
日（
日
）

問
・
申　

日
本
愛
玩
動
物
協
会

秋
田
県
支
所（
☎
０
８
０
―

６

６
０
７
―

４
５
３
５
）

八
峰
町
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
基
礎
講
座
「
カ
イ
ゴ
の
ゴ

カ
イ　

―

誰
が
介
る
の
？
老
後

の
老
後
」

　

昨
今
の
介
護
現
場
は
め
ま
ぐ

る
し
く
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
施
設
や
自
宅
と
い
っ

た
場
所
の
こ
と
や
、
夫
や
妻
、

子
供
や
孫
と
い
っ
た
介
護
す
る

側
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
状
況

が
待
っ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
準

備
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
18
日（
土
）午
前
10

時
〜
正
午

会
場　

八
峰
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

フ
ァ
ガ
ス

講
師　

安
部
美
恵
子
氏

定
員　

30
名
程
度
（
申
込
制
・

託
児
あ
り
）

申
込
締
切　

11
月
２
日（
木
）

問
・
申　

八
峰
町
総
務
課

（
☎
76
―

４
６
０
１
）

●
ス
ポ
ー
ツ

第
11
回
八
峰
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

　

八
峰
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

各
自
治
会
長
お
よ
び
過
去
参
加

チ
ー
ム
の
代
表
者
に
は
別
途
ご

案
内
し
て
お
り
ま
す
。
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
12
日（
日
）午
前
８

時
半

会
場　

八
森
体
育
館
（
旧
八
森

中
学
校
体
育
館
）

参
加
資
格　

高
校
生
以
上
で
11

月
１
日
現
在
町
内
在
住
の
方

（
ふ
る
さ
と
選
手
可
）

　

同
一
自
治
会
で
の
チ
ー
ム
編

成（
複
数
チ
ー
ム
可
）、
も
し

く
は
他
の
自
治
会
と
合
同
で

編
成
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
千
円

申
込
締
切　

10
月
26
日（
木
）午

後
５
時

そ
の
他　

代
表
者
会
議
お
よ
び

組
合
せ
抽
選
会
を
11
月
１
日

（
水
）午
後
６
時
半
よ
り
フ
ァ

ガ
ス
に
て
行
い
ま
す
。
参
加

料
を
ご
持
参
の
上
、
各
チ
ー

ム
１
名
以
上
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
参
加
が
６
チ
ー
ム
を
切

っ
た
場
合
は
開
催
を
取
り
や

め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
・
申　

八
峰
町
生
涯
学
習
課

（
☎
77
―

３
７
０
０
）

●
お
知
ら
せ

今
月
の
納
期

【
町
県
民
税
第
３
期
、
国
民
健

康
保
険
税
第
３
期
、
介
護
保

険
料
第
４
期
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
第
４
期
】
10
月

31
日（
火
）

問　

八
峰
町
税
務
会
計
課

（
☎
76
―

４
６
０
４
）

　
　

八
峰
町
福
祉
保
健
課

（
☎
76
―

４
６
０
８
）

町
営
歯
科
診
療
所
の
休
診
日

の
お
知
ら
せ

休
診
日　

10
月
14
日（
土
）午
後

問　

八
峰
町
営
歯
科
診
療
所

（
☎
88
―

８
２
１
０
）

行
政
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
、
県
、

町
の
関
係
機
関
の
仕
事
な
ど
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
や
要
望

を
受
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行

政
機
関
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ

の
解
決
を
図
る
、
い
わ
ば
「
行

政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。

　

10
月
16
日（
月
）〜
22
日（
日
）

の
行
政
相
談
週
間
中
は
、
次
の

日
程
で
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時　

特
設
相
談
所
10
月
20
日

（
金
）午
後
１
時
半
〜
午
後
３

時
半※

心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ポ

ー
タ
ー「
陽
だ
ま
り
の
会
」に

よ
る
交
流
サ
ロ
ン「
ら
べ
ん

だ
ー
」も
実
施
し
て
い
ま
す
。

場
所　

塙
川
健
康
セ
ン
タ
ー

相
談
委
員　

中
山
朱
子
、辻
正
英

相
談
の
例　

登
記
、
税
金
、
雇

用
、
年
金
、
生
活
保
護
、
道

路
、
消
費
者
保
護
な
ど

問　

八
峰
町
総
務
課

（
☎
76
―

４
６
０
１
）

９
月
16
日
〜
10
月
15
日
は

「
秋
季
大
掃
除
月
間
」
で
す

　

八
森
地
区
は
側
溝
上
げ
を
10

月
15
日（
日
）に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
翌
16
日（
月
）に
町
で
回
収

し
ま
す
。

問　

八
峰
町
総
務
課
生
活
環
境

係
（
☎
76
―

４
６
０
１
）

10
月
は
不
正
軽
油
一
掃
強
化

月
間
で
す

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
取

税
の
脱
税
を
目
的
と
し
て
、
軽

油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な

ど
し
て
製
造
さ
れ
た
燃
料
で
す
。

不
正
軽
油
の
製
造
や
使
用
は
、

大
気
や
環
境
の
汚
染
に
も
つ
な

が
る
非
常
に
悪
質
な
行
為
で
す
。

　

秋
田
県
で
は
、
10
月
を
不
正

軽
油
一
掃
強
化
月
間
と
し
、
事

業
所
な
ど
へ
の
立
ち
入
り
や
、

自
動
車
燃
料
の
抜
き
取
り
に
よ

る
不
正
軽
油
の
調
査
を
強
化
し

て
お
り
ま
す
。
職
員
が
調
査
に

伺
っ
た
際
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問　

秋
田
県
税
務
課
（
☎
０
１

８
―

８
６
０
―

１
１
２
４
）

平
成
29
年
度
八
峰
町
敬
老
式
記

念
品
引
き
換
え
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
平
成
29
年
９
月
２
日

に
敬
老
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
に
は
個
別
に
通

知
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま
し

て
は
役
場
で
記
念
品
の
引
き
換

え
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

10
月
20
日
ま
で
に
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問　

八
峰
町
福
祉
保
健
課

（
☎
76
―

４
６
０
８
）

子
宮
が
ん
検
診

検
診
期
限　

平
成
30
年
３
月
31

日（
水
）ま
で※

今
年
度
す
で

に
受
診
さ
れ
た
方
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

実
施
医
療
機
関

・
関
口
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
53
―

５
１
２
１

・
た
か
は
し
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
55
―

０
０
３
３

・
成
田
産
婦
人
科
医
院

☎
52
―

３
３
１
７

検
査
内
容　

子
宮
頸
が
ん
検
診

及
び
婦
人
科
超
音
波
検
診

対
象　

八
峰
町
に
住
所
が
あ
り
、

職
場
等
で
検
診
を
受
け
る
機

会
の
な
い
20
歳
以
上
の
女
性
。

（
９
月
の
集
団
検
診
を
受
診

で
き
な
か
っ
た
方
も
受
診
で

き
ま
す
）

受
診
料

・
20
〜
69
歳
の
方…

５
０
０
円

・
70
歳
以
上
の
方…

無
料

・
生
活
保
護
世
帯
及
び
非
課
税

世
帯
の
方…

無
料
（
事
前
に

健
康
推
進
係
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
）

問　

八
峰
町
福
祉
保
健
課
健
康

推
進
係
（
☎
76
―

４
６
０
８
）

ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
つ
い
て（
お

願
い
）

　

町
内
の
広
葉
樹
林
で
ナ
ラ
枯

れ
被
害
が
発
生
し
、
被
害
量
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
被
害
状
況
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
害
の
範

囲
が
広
く
、
個
人
所
有
の
森
林

が
多
い
こ
と
か
ら
所
有
者
等
の

把
握
が
困
難
な
た
め
、
所
有
す

る
森
林
で
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問　

八
峰
町
農
林
振
興
課
林
業

係
（
☎
76
―

４
６
０
９
）
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（敬称略）

お
く
や
み

ご
結
婚
お
め
で
と
う

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

■９月11日入札分
○小型動力ポンプ積載車（１台）
契約金額　6,037,200円（落札率92.90％）
請負業者　㈱能代消防センター
○八峰町未来づくり交付金事業　フォークリフト（１ト
ン級３台）
契約金額　4,698,000円（落札率92.84％）
請負業者　幸和機械㈱
○八峰町未来づくり交付金事業　フォークリフト用パレット
契約金額　1,582,200円（落札率79.40％）
請負業者　㈱カナモト
○松くい虫防除対策事業
契約金額　1,620,000円（落札率85.13％）
請負業者　㈲富岳工務所

■９月20日入札分
○林道改良事業　林道橋梁点検診断業務委託
契約金額　5,346,000円（落札率90.65％）
請負業者　柴田工事調査㈱

○高野々コミュニティセンター建設工事
契約金額　28,296,000円（落札率96.65％）
請負業者　高田住宅工業㈱
　
■９月22日入札分
○町長車
契約金額　5,839,098円（落札率91.15％）
請負業者　㈱高杉自動車

■９月27日入札分
○水沢橋橋梁補修工事
契約金額　26,028,000円（落札率98.00％）
請負業者　大森建設㈱

■９月28日入札分
○平成29年８月24日～25日の豪雨災害に伴う調査設
計業務委託
契約金額　2,646,000円（落札率95.70％）
請負業者　㈱北部測量設計

町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。

！！！！！！町で行った入札において、予定価格が130万円以上
のものについて、お知らせします。

はぴ
はぽ

　

鈴
木
了
で
す
。「
交
流
人
口
」
と
い

う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
そ
こ

に
住
む
「
定
住
人
口
」
で
は
な
く
、

観
光
な
ど
で
町
を
訪
れ
る
人
口
の
こ

と
で
す
。
八
峰
町
の
交
流
人
口
が
増

え
、
食
事
や
宿
泊
に
よ
り
、
町
の
経

済
が
潤
え
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
町
に
今
以
上

の
人
が
来
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

私
個
人
の
考
え
で
す
が
、
「
白
神
山

地
・
豊
か
な
自
然
・
お
い
し
い
食
べ

物
」
な
ど
、
今
ま
で
町
が
押
し
て
き

た
魅
力
は
、
十
分
に
効
果
を
発
揮
し

て
く
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
町
に
あ
る

も
の
を
主
役
に
す
る
の
で
は
な
く
、

今
ま
で
ど
の
町
に
も
な
か
っ
た
も
の

を
主
役
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

つ
ま
り
、
新
た
な
魅
力
を
作
り
出
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
時
代
に
、
他
の
町

に
な
い
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

他
の
町
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
を

学
び
、
マ
ネ
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

私
が
新
し
く
町
の
魅
力
に
し
た
い

も
の
は
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
」
で
す
。
他
の
町

で
の
活
動
を
大
い
に
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
ほ

か
の
町
に
な
か
っ
た
も
の
に
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
に
私

た
ち
の
町
に
し
か
な
い
も
の
を
加
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

で
は
、
私
た
ち
の
町
に
し
か
な
い

も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

「
人
」
で
す
。
あ
な
た
と
同
じ
人
は

二
人
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
と
い

う
存
在
の
情
報
を
発
信
し
、
価
値
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
日
本
中
か

ら
、
あ
な
た
に
会
い
た
く
て
八
峰
町

に
来
る
人
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
冗

談
の
よ
う
で
す
が
、
私
は
本
気
で

す
。

　

私
は
遠
く
の
町
を
訪
れ
る
た
め
に

は
、
理
由
が
３
つ
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
八
峰
町
を
訪
れ
る
理
由
の

１
つ
目
と
２
つ
目
が
「
あ
な
た
に
会

う
こ
と
」
「
あ
な
た
が
す
る
魅
力
に

触
れ
る
こ
と
」
の
時
、
最
後
の
３
つ

目
が
「
白
神
山
地
・
自
然
・
食
べ

物
」
に
な
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
が
新
し
く
町
の
魅
力
に
し

た
い
も
の
は
な
ん
で
す
か
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋

DIYは大人もこどもも夢中になれ、
地元の人と木に触れることができます。

第20回

　９月27日、３歳児健診が行われ、虫歯のなかった
子どもは４人でした。これからもしっかり歯を磨いて
虫歯に気をつけましょうね。

庄内香海ちゃん
（滝の間）

みこう

菊地桃ちゃん
（横間）

もも

山本愛実ちゃん
（立石）

みあい

木村哲誠くん
（中浜）

せいてっ

庄内香海ちゃん
（滝の間）

みこう

菊地桃ちゃん
（横間）

もも

山本愛実ちゃん
（立石）

みあい

木村哲誠くん
（中浜）

せいてっ

八峰町職員採用試験結果のお知らせ
平成29年度八峰町職員採用試験において、第１次試験に合格された方々の受験番号をお知らせします。

試験区分

高校卒業程度
一般行政

 Ｂ１００１ Ｂ１００２ Ｂ１００４ Ｂ１００７

 Ｂ１００８ Ｂ１０１０ Ｂ１０１３ ―

受験番号

　

伊
　
藤
　
悠
　
介
　（
三
種
町
）

　

櫻　

庭　

美　

紅　
（
カ
ッ
チ
キ
台

）

藤　

田　

恭　

一
（
85
）
立　

石

小　

野　

緩　

子
（
75
）
滝
の
間

堀　

内　

常　

雄
（
93
）
浜　

田

芹　

田　

ミ　

ツ
（
90
）
岩　

子

三　

浦　

キ
ン
コ
（
92
）
大
槻
野

秋　

田　
　
　

豊
（
86
）
八
森
２

堤　
　
　

英　

美
（
80
）
目
名
潟

菊　

地　

三　

治
（
97
）
岩
館
１

浦　

嶋　

清　

隆
（
60
）
目
名
潟

後　

藤　

運　

藏
（
95
）
滝
の
間

長　

門　

イ　

セ
（
101
）
中　

浜

鈴　

木　

キ　

サ
（
89
）
岩　

子

松　

橋　

太
刀
朗
（
75
）
駅　

前

工　

藤　

榮　

悦
（
90
）
浜　

田

金　

平　

カ
チ
ヱ
（
88
）
大
信
田

和　

平　

キ
ク
ヱ
（
85
）
中　

浜

山　

本　

ミ　

サ
（
100
）　

椿

豊　

田　
　
　

巧
（
89
）
浜　

田

銭　

谷　

英　

樹
（
54
）
水　

沢

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

佐
々
木　
　
　

敦　

（
八
森
１
）

亡　

母　

惠
津
子

米　

谷　

元　

裕　

（
古
屋
敷
）

亡　

父　

創　

一

三　

浦　

俊　

春　

（
大
槻
野
）

亡　

母　

キ
ン
コ

堀　

内　

光　

一　

（
浜　

田
）

亡　

父　

常　

雄

芹　

田　

哲　

尚　

（
岩　

子
）

亡　

母　

ミ　

ツ

銀　

屋　

隆　

美　

（
中　

浜
）

　
　
　
　

亡　

父　

鯛　

治

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

9月

（
９
月
30
日
現
在
）

人
の
動
き

■
人
口
　
７
，
４
０
０
人（
23
人
減
）

　

●
男　

３
，
４
７
８
人（
13
人
減
）

　

●
女　

３
，
９
２
２
人（
10
人
減
）

■
異
動
内
訳

　

●
出
生　
　
　
　
　
　
　

０
人

　

●
死
亡　
　
　
　
　
　
　

22
人

　

●
転
入　
　
　
　
　
　
　

５
人

　

●
転
出　
　
　
　
　
　
　

６
人

■
世
帯
数

　
　
　
３
，１
１
４
世
帯（
１
世
帯
増
）

（
　
）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　

こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
外
国
人
を
含
む
）

入札結果をお知らせします　入札結果をお知らせします　入札結果をお知らせします　

満タン　灯油プラス１缶　運動満タン　灯油プラス１缶　運動&
東日本大震災等の大規模災害に備えて
車のタンクは
満タン

灯油は多めに
もう１缶 を！

ご来店をお待ちしております。

新米

今月の　　情報

おいしい実りの秋到来
館でお待ちしておりますさきがけ峰浜さきがけ峰浜 富山新聞店富山新聞店

ご連絡は…☎76－3894・FAX76－3897

県内で一番読まれている新聞です
一週間お試し（無料）をどうぞ。
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ホール葬家 族 葬
あたたかく見送るお葬式

ご相談お問い合わせは…

〒018－2676
秋田県山本郡八峰町八森字磯村120－2（あきた白神温泉ホテル敷地内）

TEL.0185－88－8833㈹　ホテル 0185－77－2233

みどりの会会員 無料　会員以外の方 供養料500円

【会員限定】

無料【会員限定】
にこにこ

11：00～

12：00～

12：30～

疲れ 痛み稲刈りでの　　　　　に稲刈りでの　　　　　に

《無臭ニンニク抽出成分配合》

肩こり

関節痛

腰　痛

しびれ

肩こり

関節痛

腰　痛

しびれ

で“疲労回復”

ビタミンB1主薬製剤、にんにく抽出成分、コンドロイチン、ビタミンB12、ビタミンE配合

ビタミンB1主薬製剤、にんにく抽出成分、コンドロイチン、ビタミンE配合

第３類医薬品

カプセル

　1980年12月３日生まれ。秋田県出身。
2010年のデビュー後、グラビアアイドルとして大
ブレイク。
美しさと知性を持った個性的なキャラクターで、
映画をはじめ、ドラマ・バラエティなどのTV番組
のレギュラー出演やCM出演と活躍の場を広げて
いる。
日本舞踊師範・調理師免許を持つ才媛でもある。

壇蜜　PROFILE

（税金・サービス料を含みます）お席はご予約順の指定席となります。

ー　全 席 指 定　ー18,000円
※未就学児童（小学生未満）は入場できません。※全席禁煙

お問い合わせ・お申し込みは
〒010-0441秋田県南秋田郡大潟村字北1-3　TEL.0185-45-3311

http://www.sunrural-ogata.com

予　約　専　用　ダ　イ　ヤ　ル

0185-45-33320185-45-3332

壇 蜜
トーク＆ディナー

トーク＆ディナーをお楽しみの方に
特別な宿泊プラン。

お一人様
プラス

※税金・サービス料込み
※料金にはチケット代は含まれておりません。

朝食付き
5,000円

受　　付：15：30
食　　事：16：15
シ ョ ー：18：00

第
１
部

受　　付：17：00
シ ョ ー：18：00
食　　事：19：15

第
２
部

※ トーク会場とディナー会場は別会場になります。
※ お食事は、ブッフェスタイルでご提供させていただきます。

10月24日（火）10月の“風呂の日”は、
26日（木）です。お一人様250円！

たんぽ会・同期会
各種宴会

ご予約承ります!
ご予算に合わせてお造り致します。ご予算に合わせてお造り致します。

歌謡&お笑いショー歌謡&お笑いショー
高瀬まみ高瀬まみ高瀬まみ

前 売 券
好評発売中！

11月21日（火）お昼12時
1,700円（税込）（お食事・入浴付）

開 演

前売券

20回券　 500円引き
30回券　1,000円引き
50回券　1,000円引き

得 徳デー
10/15（日）

入浴回数券


